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我が国の大きな問題の 1 つに、エネルギー問題がある。

我々は、外国からの輸入資源に頼らず、放射線廃棄物など

も出ず、天候の影響も受けず、安全・安心で、地下に設置

できるため地上スペースが有効活用できる、我が国にふさ

わしい熱エネルギー変換技術として、増感型熱利用発電

（Sensitized thermal cell, STC）を提唱した 1-3)。増感型熱利

用発電は、化学系太陽電池と呼ばれる色素増感型太陽電池

の光励起を熱励起に変換させたもので（図１）、これまで、

熱源に置いておくだけで発電し、放電後、熱源に置いてお

くと発電性能が復活するなどの興味深い特徴が確認され

ている。特に熱源に埋めてスイッチをオンオフするだけで

安定して電力が得られる現象は、電解質内の酸化イオン・

還元イオンの平衡が産む新しい現象であり、今後非平衡熱

力学も含めた展開も必要となると考えている。 

本発電の現在出力は 80℃で 50 microW/cm3（接続部など

除く）とエネルギー体積密度に優れており、計算上では、

碧南火力発電所と同じ面積 2.08 km2 の地下空間 50-100 m

（地熱温度約 100℃）に密に埋めた場合に、その出力は 5,200,000 kWと、現在の碧南火力発電力

4,100,000 kW、福島の原子力発電所(4,700,000 kW, 3.50 km2)と同程度の出力が得られると期待

される。本発表では、次の 2 つの連続発表に先立ち、STC の概念を証明するために行った酸化還

元反応の確認、電極の化学溶解の有無の確認などの手法を報告するとともに、出力向上・発電寿

命・発電性能復活時間の短時間化などについて議論する。 
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図 1 増感型熱利用発電では、

熱励起電荷と化学反応を

組み合わせてエネルギー

を得る。PCT/JP2016/075856 

第66回応用物理学会春季学術講演会 講演予稿集 (2019 東京工業大学 大岡山キャンパス)10a-W371-4 

© 2019年 応用物理学会 16-032 22.1

mailto:matsushita.s.ab@m.titech.ac.jp

